
協
同
組
合
と
い
う

虹
の
も
と
、

大
都
市
に
深
く

根
を
張
り
そ
び
え
る

大
樹
の
よ
う
な

Ｊ
Ａ
で

あ
り
た
い

―
JAさっぽろコミュニケーションマガジン
「にじのたいじゅ」

今月の特集

体に良いこと今日から始める！
牛乳習慣

2
0
2
4
年月号
63

0
8

NO.

苗が描く一直線の緑のライン
Photo by SOGA Takahiro
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き
っ
か
け
は

農
作
業
を
す
る
両
親
の
姿

　

５
月
上
旬
の
よ
く
晴
れ
た
日
、
横

山
農
園
を
訪
れ
た
。
定
植
を
待
ち
受

け
る
圃
場
の
土
、
手
稲
山
の
新
緑
、

こ
の
時
期
の
札
幌
で
は
珍
し
い
桜
花

爛
漫
な
景
色
が
生
み
出
す
コ
ン
ト
ラ

ス
ト
が
美
し
い
。

　

開
拓
使
が
米
国
か
ら
種
子
を
持
ち

込
み
、
多
く
の
農
家
が
こ
こ
東
区
で

玉
葱
栽
培
を
始
め
た
こ
と
が
玉
葱
発

祥
の
地
と
呼
ば
れ
る
所
以
で
あ
り
、

横
山
家
も
そ
の
う
ち
の
一
軒
。
２
町

３
反
の
畑
で
作
付
け
す
る
の
は
、

「
さ
つ
お
う
」「
札
幌
黄
」「
北
も
み

じ
」「
オ
ホ
ー
ツ
ク
」。「
さ
つ
お
う
」

は
幻
の
玉
葱
と
呼
ば
れ
る
「
札
幌

黄
」
の
品
種
改
良
に
よ
り
生
ま
れ
た

札
幌
黄
二
世
と
言
え
る
品
種
で
、
札

幌
黄
と
同
様
に
甘
み
と
辛
み
の
バ
ラ

ン
ス
が
非
常
に
良
く
、
耐
病
性
や
貯

蔵
性
も
札
幌
黄
よ
り
向
上
し
て
い

る
。
横
山
家
で
は
、「
さ
つ
お
う
」

の
食
味
の
良
さ
と
希
少
性
に
こ
だ
わ

り
、
先
代
か
ら
作
り
続
け
て
い
る
。

　
「
小
学
生
の
と
き
に
、
自
分
が
手

伝
う
こ
と
で
忙
し
く
働
く
両
親
が
少

し
で
も
楽
に
な
っ
て
く
れ
た
ら
と

思
っ
た
の
が
、
農
業
を
志
し
た
き
っ

か
け
で
す
」

農
業
継
承
の
た
め
に
、

選
ん
だ
の
は
変
化

　

嗣
元
さ
ん
は
、
農
業
と
会
社
員
と

の
兼
業
で
あ
る
。
変
わ
る
町
並
み
や

環
境
の
中
、
専
業
は
難
し
い
と
判

断
。
し
か
し
脈
々
と
受
け
継
が
れ
て

き
た
玉
葱
栽
培
と
、
幼
い
こ
ろ
よ
り

見
て
き
た
両
親
の
姿
を
思
う
と
、
継

承
し
た
い
と
い
う
気
持
ち
は
揺
る
が

な
か
っ
た
。

　

従
来
の
や
り
方
は
踏
襲
し
つ
つ
、

よ
り
効
率
的
な
現
代
農
業
を
模
索
し

た
。
出
張
で
道
内
各
地
に
赴
く
道
中

に
あ
っ
て
も
、
玉
葱
産
地
を
通
る
時

は
作
業
の
様
子
や
畑
の
状
況
を
つ
ぶ

さ
に
観
察
し
た
。
面
積
の
違
い
は
あ

れ
ど
も
、
使
用
す
る
機
械
や
作
業
時

期
の
違
い
に
着
目
し
、
可
能
な
範
囲

で
取
り
入
れ
た
。
そ
の
よ
う
な
変
化

を
当
初
、
先
代
が
賛
成
せ
ず
衝
突
す

る
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
諦
め
ず
に
実

践
し
、
よ
り
良
い
方
法
を
模
索
し
よ

明
治
４
年
に
札
幌
村（
現
在
の
東
区
）で
試
験
栽
培
さ
れ
て
か
ら
今
日
ま
で
、
脈
々

と
受
け
継
が
れ
て
き
た
玉
葱
栽
培
。
玉
葱
発
祥
の
地
で
先
代
の
想
い
を
大
切
に

し
、
変
化
を
楽
し
み
な
が
ら
奮
闘
す
る
５
代
目
に
話
を
聞
い
た
。

革新と継承の融合を目指して
玉葱発祥の地の誇りと先代の想いを未来に紡ぐ

北札幌地区組合員　横
よこ

山
やま

 嗣
つぐ

元
はる

 さん
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う
と
す
る
嗣
元
さ
ん
の
姿
を
見
て
、

次
第
に
任
せ
て
く
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
だ
か
ら
そ
の
分
、
期
待
に
応
え

る
た
め
に
人
一
倍
畑
に
出
た
。

　
「
年
々
環
境
が
変
化
し
て
い
く
中

で
、
機
械
化
を
進
め
た
り
、
Ｊ
Ａ
職

員
の
助
言
や
、
家
族
と
一
緒
に
実
践

し
て
き
た
経
験
か
ら
生
ま
れ
る
直
感

…
と
い
う
か
、
肌
で
感
じ
て
き
た
こ

と
を
大
事
に
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
が

上
手
く
い
く
と
楽
し
い
で
す
し
」

　

以
前
は
秋
に
行
な
っ
て
い
た
作
業

を
春
に
変
更
し
、
天
候
や
土
地
に
合

わ
せ
た
耕
作
の
タ
イ
ミ
ン
グ
を
計

り
、
自
ら
培
っ
た
ノ
ウ
ハ
ウ
を
落
と

し
込
ん
だ
。
試
行
錯
誤
し
な
が
ら
、

近
年
の
環
境
変
化
の
中
で
ど
の
よ
う

に
農
業
を
継
承
し
て
い
く
か
を
熟
考

し
、
最
終
的
に
は
変
化
を
選
ん
で
現

在
に
至
る
。

目
に
見
え
な
い
努
力
と

工
夫
が
あ
っ
て
こ
そ

　

有
機
質
や
品
質
証
明
付
き
の
肥
料

を
使
用
し
、
生
育
に
直
結
す
る
土
台

の
畑
を
育
て
る
こ
と
を
大
事
に
し
て

い
る
。
植
え
付
け
前
の
畑
起
こ
し

も
、
地
温
を
上
げ
る
た
め
、
ま
た
万

が
一
の
災
害
に
よ
る
被
害
を
最
小
限

に
抑
え
る
た
め
に
、
2
台
の
ト
ラ
ク

タ
ー
を
駆
使
し
て
四
工
程
行
な
う
徹

底
ぶ
り
だ
。

　

暗
渠
敷
設
機
で
排
水
を
整
備
し
、

心
土
破
砕
機
で
水
が
通
る
道
を
つ
け

る
。
そ
し
て
、
天
地
返
し
で
上
下
層

の
土
を
反
転
さ
せ
て
肥
料
を
撒
き
、

水
分
量
の
良
い
と
き
に
畑
を
な
ら
す
。

「
粘
土
地
の
部
分
は
水
は
け
が
悪

く
、
昔
は
よ
く
水
害
に
見
舞
わ
れ
ま

し
た
が
、
今
の
や
り
方
に
変
え
て
か

ら
は
、
大
雨
で
も
水
に
浸
か
る
こ
と

は
ほ
ぼ
無
く
な
り
ま
し
た
」

　

そ
こ
に
手
間
を
か
け
る
の
は
、
先

代
の
苦
い
経
験
が
あ
る
か
ら
。
近
年

の
異
常
気
象
に
対
応
す
る
た
め
、
家

族
で
施
し
て
き
た
排
水
対
策
は
並
大

抵
の
も
の
で
は
な
い
。
得
て
し
て
収

量
だ
け
に
目
が
向
き
が
ち
だ
が
、
目

に
見
え
な
い
努
力
と
工
夫
あ
っ
て
こ

そ
の
結
果
だ
。

　

こ
の
日
は
、
今
年
初
め
て
の
定
植

が
行
な
わ
れ
た
。
何
年
経
っ
て
も
、

こ
の
一
本
目
の
定
植
は
緊
張
す
る
。

緑
の
ラ
イ
ン
を
引
い
た
か
の
よ
う
に
、

真
っ
直
ぐ
に
延
び
る
一
直
線
の
苗
。

　
「
こ
の
苗
を
順
調
に
育
て
て
、
秋

に
は
良
質
な
玉
葱
を
消
費
者
に
届
け

た
い
。
来
年
も
、
再
来
年
も
」　

　

優
し
い
口
調
で
あ
り
な
が
ら
も
、

将
来
を
真
っ
直
ぐ
に
見
据
え
た
力
強

い
言
葉
が
、
植
え
ら
れ
た
ば
か
り
の

苗
と
重
な
っ
て
見
え
た
。

1

3

4

2

5

1. 定植作業後に映し出された夕景　2. 2 月末に播種
してから定植まで大切に育ててきた苗に横山農園の
想いが詰まっている　3.「農業を守りながら時代環
境に対応して社会の一員として貢献できれば」と嗣
元さん。右から妻の恵子さん、母の静江さん、妹の
琴美さん　4. 念入りに土起こしをする嗣元さん　
5. 嗣元さんが生まれた年に購入されたマッセイ・
ファーガソンのトラクターは今でも現役　



頼
も
し
い

カ
ル
シ
ウ
ム
源

　

牛
乳
・
乳
製
品
は
、
日
本
人
に
不
足
が
ち
な
カ
ル
シ
ウ

ム
の
頼
も
し
い
供
給
源
で
す
。
牛
乳
の
カ
ル
シ
ウ
ム
吸
収

率
は
約
40
％
と
、
他
の
食
品
よ
り
も
高
い
こ
と
が
分
か
っ

て
い
ま
す
。
従
っ
て
、
1
食
で
食
べ
ら
れ
る
量
、
さ
ら
に

摂
取
し
た
カ
ル
シ
ウ
ム
が
小
腸
か
ら
体
内
に
入
る
吸
収
率

ま
で
併
せ
て
考
え
る
と
、
数
あ
る
食
品
の
中
で
も
牛
乳
は

特
に
カ
ル
シ
ウ
ム
の
補
給
に
適
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
り

ま
す
。

　

カ
ル
シ
ウ
ム
の
摂
取
は
、
成
長
期
の
子
ど
も
の
最
大
骨

量
を
高
め
、
若
年
女
性
や
子
育
て
・
働
き
盛
り
世
代
の
骨

量
の
維
持
、
閉
経
後
の
女
性
の
急
速
な
骨
量
減
少
の
抑

制
、
さ
ら
に
加
齢
に
よ
る
骨
量
減
少
の
抑
制
な
ど
、
骨
の

健
康
を
一
生
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

良
質
な

タ
ン
パ
ク
質
源

　

牛
乳
・
乳
製
品
の
タ
ン
パ
ク
質
「
乳
タ
ン
パ
ク
質
」

は
、
必
須
ア
ミ
ノ
酸
の
バ
ラ
ン
ス
が
良
く
、
消
化
・
利
用

効
率
も
高
い
良
質
な
タ
ン
パ
ク
質
で
す
。
必
須
ア
ミ
ノ
酸

の
バ
ラ
ン
ス
を
評
価
す
る
「
ア
ミ
ノ
酸
ス
コ
ア
」（
最
大
値

1
0
0
）で
は
、
牛
乳
や
ヨ
ー
グ
ル
ト
、
チ
ー
ズ
は
、
ど

れ
も
ス
コ
ア
が
1
0
0
点
で
す
。
さ
ら
に
発
酵
食
品
の

ヨ
ー
グ
ル
ト
や
チ
ー
ズ
の
場
合
は
、
タ
ン
パ
ク
質
の
一
部

が
す
で
に
分
解
さ
れ
て
い
る
た
め
、
体
の
中
で
よ
り
消

化
・
吸
収
さ
れ
や
す
い
の
で
す
。

健
康
的
な
ダ
イ
エ
ッ
ト
と

生
活
習
慣
病
リ
ス
ク
低
減
に

　

肥
満
者
や
若
年
女
性
で
注
意
し
た
い
の
が
、
摂
取
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
減
ら
し
て
タ
ン
パ
ク
質
不
足
に
陥
る
、
不
適
切

な
ダ
イ
エ
ッ
ト
で
す
。
筋
肉
量
が
減
っ
て
基
礎
代
謝
が
低

下
す
る
と
、
逆
に
太
り
や
す
い
体
質
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

牛
乳
・
乳
製
品
な
ら
、
よ
り
少
な
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
量
で

豊
富
な
栄
養
と
良
質
な
タ
ン
パ
ク
質
を
提
供
し
、
健
康
的

な
減
量
に
役
立
ち
ま
す
。

お
年
寄
り
や

低
活
動
の
人
ほ
ど
お
勧
め

　

タ
ン
パ
ク
質
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
摂
取
量
や
身
体
活
動
量

が
少
な
い
と
利
用
効
率
が
低
下
し
、
逆
に
必
要
量
が
増
す

こ
と
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
従
っ
て
、
お
年
寄
り
や
、
若

く
て
も
身
体
活
動
量
が
少
な
い
人
ほ
ど
、
タ
ン
パ
ク
質
摂

取
量
を
増
や
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。
加
齢
に
伴
い
心
身
の

活
力
が
低
下
す
る
状
態
を
フ
レ
イ
ル
と
い
い
ま
す
が
、
牛

乳
・
乳
製
品
が
こ
の
フ
レ
イ
ル
か
ら
の
回
復
を
促
す
こ
と

は
、
さ
ま
ざ
ま
な
研
究
結
果
か
ら
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

予
備
能
力（
い
ざ
と
い
う
と
き
の
体
力
）

加齢

要介護
状態

健康 ⬅
➡

⬅
➡フレイル

牛乳・乳製品の
摂取で回復を促す

ビ
タ
ミ
ン
D
も

一
緒
に
取
ろ
う
！

　

カ
ル
シ
ウ
ム
の
吸
収
を
高
め
る
ビ
タ
ミ
ン
D
は
、
牛

乳
・
乳
製
品
と
ぜ
ひ
一
緒
に
取
り
た
い
栄
養
素
で
す
。
牛

乳
に
も
含
ま
れ
、
ま
た
他
の
ビ
タ
ミ
ン
D
が
含
ま
れ
る
食

牛乳習慣
体に良いこと今日から始める！

日本人に不足がちなカルシウムや良質な 
タンパク質を豊富に含む牛乳・乳製品は、 
あらゆる世代の健康づくりに役立ちます。
あなたの健康習慣にも取り入れてみませんか。

6月は牛乳月間です特集
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参考資料：『若い女性の「やせ」と日本人の栄養問題 牛乳乳製品にできること』（一般社団法人 J ミルク）

バニラ
350円（税込）

ベジソフト
各種 400円（税込）

品（
魚
類
、
キ
ノ
コ
類
な
ど
）と
組
み
合
わ
せ
た
料
理
で
取

る
こ
と
も
お
勧
め
で
す
。
外
で
30
分
程
度
日
光
を
浴
び
、

適
度
な
紫
外
線
を
皮
膚
に
触
れ
さ
せ
る
こ
と
で
体
内
で
も

生
成
さ
れ
ま
す
。

牛
乳
・
乳
製
品
で

健
康
長
寿

　
牛
乳
と
、
そ
の
特
徴
を
最
大
限
に
生
か
し
て
作
ら
れ
る

幅
広
い
乳
製
品
は
、
豊
か
な
栄
養
と
さ
ま
ざ
ま
な
機
能

性
、
そ
し
て
入
手
の
し
や
す
さ
や
摂
取
の
手
軽
さ
を
併
せ

持
つ
優
れ
た
食
品
群
で
す
。

　
痩
せ
や
フ
レ
イ
ル
な
ど
の
栄
養
不
足
を
補
い
、
肥
満
や

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
症
候
群
な
ど
に
は
健
康
的
な
体
重
管
理
を

助
け
て
生
活
習
慣
病
リ
ス
ク
を
低
減
し
ま
す
。

　
牛
乳
・
乳
製
品
は
、
子
ど
も
か
ら
大
人
、
高
齢
者
ま

で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
世
代
に
必
要
な
体
づ
く
り
・
健
康
づ
く

り
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
だ
け
で
な
く
、
危
惧
さ
れ
て
い
る
若

年
女
性
の
痩
せ
や
低
出
生
体
重
児
、
肥
満
や
生
活
習
慣

病
、
高
齢
者
の
フ
レ
イ
ル
な
ど
の
予
防
・
改
善
に
貢
献
し

ま
す
。

昼
● �昼食のサンドイッチや�
おにぎりにチーズをプラス。

● デザートにヨーグルト。

いつでも
● �おやつや小腹がすいたとき
にチーズやヨーグルト。

● スポーツの後に牛乳。

朝
● �朝食の飲み物を牛乳、�
カフェオレ、ミルクティーに。

● �パンやサラダにチーズを�
のせて。

夜
● お風呂上がりに牛乳。
● 就寝前にはホットミルク。

組み合わせは自由。
毎日の食生活に牛乳・乳製品を取り入れましょう。

1回の目安

■�牛乳�…………�コップ 1杯（200㎖）

■�ヨーグルト�…��カップヨーグルト1個�
飲むヨーグルトなら1本

■�チーズ�………��6 個入りなら 1個�
スライスチーズなら1枚�
キャンディーチーズなら3 個

食べ方の例

　地物市場「とれのさと」で、季節を問わず人気のソフトクリームを

ご存じですか？定番のバニラ味はもちろん、季節の野菜や果物を原料

に使用したべジソフトもお勧めです。ベジソフトは用意した原料がな

くなり次第、次の味の販売に切り替ります。それを楽しみに季節ごと

に訪れるリピーターもたくさんいるんですよ！

　盛りの良さとカラフルな見た目が「映える」と SNS 等で話題とな

り、特に土日祝日は行列ができるほどの人気ぶり。年間人気 No.1 の

イチゴ味（写真左）は 7 月上旬発売予定です。近くにお越しの際はぜひ

お立ち寄りください。

ソフトクリーム！！

MILK

これからの季節に食べたくなる乳製品といえば

1日3回の
牛乳・乳製品習慣を！

通年
営業中

地物市場「とれのさと」石狩市樽川 120-3
［夏］4 月～11 月 営   9：30～17：00  休  無休
［冬］12 月～3 月 営  10：00～15：00  休  水曜日

 （冬期はソフトクリームの販売はお休みです）
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••牛乳 	 300cc
••米粉 	 大さじ2杯
••鶏肉 	 150g
　（または豚肉でもOK）
••じゃがいも	 中 2 個（300g）
••にんじん 	 小 1 本（150g）
••玉ねぎ 	 中 1 個（200g）

1 	牛乳と米粉を混ぜておく。	 	
（数回に分けて入れ、泡だて器で
かき混ぜるのがポイント）

2 	鶏肉は一口大に切って、フライ
パンに油を引き、皮に焦げ目が
つく程度まで炒める。（お肉を
炒めた際の油は、シチューに
入れない！それがくどくなら
ない秘訣）

3 	ブロッコリーは軽く塩茹で	
しておく。

4 	じゃがいも・にんじん・玉ね
ぎは、一口大に切り、鍋に野菜が浸るくらいの水
を入れて煮る。（水は少なめに！）

5 	4の鍋にしめじ・スイートコーン、2で炒めた鶏
肉を入れて煮込む。

6 	野菜が柔らかく煮えたら1を入れ、とろみがつく
ように弱火〜中火程度でさらに煮込む。

7 	仕上げにプロッコリーと赤パプリカを入れ、塩・
コショウで味を調えて器に盛り付ける。

材料 （3〜4 人分）

作り方

••しめじ	 1/2 パック
　（またはシイタケでもOK）
••スイートコーン（粒）
　 	 大さじ2
••ブロッコリー	 適量
••赤パプリカ 	 適量
••炒め油 	 適量
••塩・コショウ 	 適量

秘

伝レシピ

No.2 \牛乳たっぷり /
米粉シチュー

組合員さんの　　　　を紹介します

米粉は小麦粉より仕上がりがスッキリした味に

　4 月号からスタートした、組合員の皆さんの秘伝のレシピを紹介
するコーナーの第 2 回目！ 6 月は牛乳月間ということで、厚別地区
小林牧場の小林ヨシ子さんに協力をいただき「牛乳たっぷり米粉シ
チュー」をご紹介します。「小林牧場物語さわやか牛乳」と地物市
場「とれのさと」で販売している「北海道産ななつぼし米粉」を使
用し、地元の食材にこだわって作りました。

　フレンドリーで明るい小林さんは、野菜の切り方などを気
さくに話しながら、レシピを教えてくれました。お肉や野菜
はレシピ通りではなく、お好みでアレンジしても良いそうで
す。米粉さえ常備しておけば、あとは家にある材料で簡単に
作れるので、災害時や離乳食にもお勧めとのこと。 ・・	美味しすぎて何杯もおかわりしたくなる！

・・	たっぷりの野菜から良い味が出ているし、彩りが
キレイで美味しかった！

・・	身体に優しいお味。ほっこりしました☆

・・	市販のシチューの素を使わずに、牛乳と米粉だけ
でこんなに美味しくできるなんて感激…(	; ∀ ;)

・・	簡単に作れて添加物も入っていない、身体にも良
くて美味しいなんて最高！

パン にもご 飯 にも！

カラフル な 色 味 が 食 欲 をそそります

秘伝の
レシピ

「たくさん食べなさーい♡」と
厚別支店全職員分のシチューを作り

振る舞ってくれました

「彩りが良いに越
したことはないけ
れど、家にある野
菜で作れば良い
よ」と小林さん

米粉入りの牛乳を
鍋に加えてからは
煮過ぎないこと！

最後に塩・コショウで
お好みの味に調整してね

江戸職員

田中係長

菅原統括
支店長

職員の感想　
\\ 大 絶 賛！！//
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アラカルト 組合員さんの活動を紹介します！

＊
a l
a carte＊

　

4
月
16
日（
火
）、
Ｊ
Ａ
さ
っ
ぽ
ろ
青
年
部
で
は
、
本
店
3
階
大

会
議
室
に
て
第
25
回
通
常
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

石
狩
地
区
農
協
青
年
部
連
絡
協
議
会
の
藤
原
会
長
や
常
勤
役

員
、
女
性
部
長
を
来
賓
に
迎
え
、
代
議
員
31
名
出
席
の
も
と
令
和

5
年
度
事
業
報
告
と
収
支
決
算
な
ど
3
件
の
議
案
全
て
を
満
場
一

致
で
可
決
し
ま
し
た
。

　

役
員
の
任
期
は
1
年
で
、
今
年
度
は
部
長
の
大
畑
一
郎
さ
ん

（
北
札
幌
支
部
）、
副
部
長
の
厚
母
敏
克
さ
ん（
中
央
支
部
）、
今
村

哲
平
さ
ん（
南
支
部
）、
監
事
の
山
口
貴
弘
さ
ん（
厚
別
支
部
）、
臼

木
裕
一
さ
ん（
篠
路
支
部
）が
再
任
、
新
た
に
副
部
長
と
し
て
坂
東

拓
也
さ
ん（
北
札
幌
支
部
）が
就
任
し
ま
し
た
。
平
賀
農
さ
ん（
南

支
部
）に
は
、
引
き
続
き
参
与
を
務
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

令
和
5
年
度
は
、
青
年
部
の
伝
統
行
事
で
あ
る
「
支
部
対
抗
親

睦
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
」
を
は
じ
め
、
札
幌
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
で
の

マ
ル
シ
ェ
の
開
催
、
ス
ー
プ
カ
レ
ー
専
門
店
・
奥
芝
商
店
と
の
共

同
企
画
に
よ
り
実
現
し
た
、
札
幌
近
郊
の
農
畜
産
物
を
使
用
し
た

オ
リ
ジ
ナ
ル
ス
ー
プ
カ
レ
ー
の
販
売
な
ど
、
充
実
し
た
取
り
組
み

を
行
な
っ
て
き
た
同
青
年
部
。
令
和
6
年
度
の
活
動
計
画
に
は
、

「
Ｊ
Ａ
い
し
か
り
」
と
の
合
併
に
よ
り
誕
生
し
た
新
生
Ｊ
Ａ
さ
っ

ぽ
ろ
青
年
部
と
し
て
、
札
幌
・
石
狩
を
中
心
と
し
た
農
畜
産
物
の

P
R
事
業
や
部

員
同
士
の
絆
を

さ
ら
に
深
め
る

交
流
活
動
な
ど

が
盛
り
込
ま
れ

ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
さ
っ
ぽ
ろ
青
年
部

第
25
回
通
常
総
会
を
開
催
し
ま
し
た

　

令
和
5
年
度
の
青
年
部
は
、
昨
年
に
引
き
続
き
札
幌
圏

の
農
業
P
R
を
は
じ
め
、
女
性
部
や
各
企
業
と
連
携
し
た

取
り
組
み
を
実
行
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

特
に
本
部
活
動
で
は
、
エ
ス
コ
ン
フ
ィ
ー
ル
ド

H
O
K
K
A
I
D
O
、
札
幌
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
、
さ
っ
ぽ

ろ
オ
ー
タ
ム
フ
ェ
ス
ト
2
0
2
3
で
の
野
菜
販
売
な
ど
、

Ｊ
Ａ
の
青
年
部
ら
し
い
活
動
を
展
開
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
ま
た
、
奥
芝
商
店
で
の
札
幌
近
郊
の
農
畜
産
物
を

使
用
し
た
ス
ー
プ
カ
レ
ー
の
販
売
、
東
急
百
貨
店
協
力
の

も
と
専
門
学
校
な
ど
3
校
と
共
に
取
り
組
ん
だ
「
地
産
地

消
フ
ェ
ア　

学
生
応
援
p
r
o
j
e
c
t
」
な
ど
、
青
年

部
員
が
生
産
し
た
農
畜
産
物
を
味
わ
っ
て
も
ら
え
る
場
を

創
る
と
い
っ
た
新
し
い
P
R
活
動
の
ス
タ
イ
ル
を
確
立
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

そ
し
て
何
よ
り
、
5
年
ぶ
り
に
開
催
す
る
こ
と
が
で
き

た
支
部
対
抗
親
睦
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
で
は
、
各
支
部
の
部

員
が
久
々
に
顔
を
合
わ
せ
た
こ
と
で
、
会
場
全
体
が
笑
顔

溢
れ
る
空
間
と
な
っ
た
こ
と
、
Ｊ
Ａ
さ
っ
ぽ
ろ
青
年
部
の

ロ
ゴ
マ
ー
ク
を
付
し
た
T
シ
ャ
ツ
等
が
、
支
部
活
動
の
場

に
お
い
て
も
着
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
は
、
何
よ

り
も
大
き
な
成
果
で
す
。

　

今
年
度
も
部
員
同
士
の
絆
を
大
事
に
し
な
が
ら
、
こ
の

ロ
ゴ
マ
ー
ク
に
刻
ま
れ
て
い
る
「SA

PPO
RO

 PRID
E

」

の
想
い
を
胸
に
、
Ｊ
Ａ
と
と
も
に
未
来
に
繋
が
る
取
り
組

み
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

Ｊ
Ａ
さ
っ
ぽ
ろ
青
年
部
長

�

大
畑　

一
郎

大畑部長の挨拶では、青年部員へ活動協力に対する感謝の想いが伝
えられた

青年部の新三役
左から　厚母副部長、大畑部長、今村副部長、坂東副部長

北海道をモチーフに、上
向きの植物の葉（野菜のイ
メージ）に飛躍や向上の意
味を込めて、SAPPORO 
PRIDE の頭文字の「SP」
を組み合わせシンボル化
したＪＡさっぽろ青年部
のロゴマーク。
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アラカルト 組合員さんの活動を紹介します！

＊
a l
a carte＊

　

4
月
9
日（
火
）～
11
日（
木
）、
役
員
27
名
が
参
加
し
、
令
和
6
年
度
の
役
員
視
察
研
修
会
を
佐
賀

県
と
福
岡
県
で
実
施
し
ま
し
た
。

　

初
日
は
平
成
19
年
4
月
に
佐
賀
県
内
の
8
Ｊ
Ａ
が
合
併
し
て
誕
生
し
た
、
全
国
で
も
有
数
規
模
の

Ｊ
Ａ
で
あ
る
「
Ｊ
Ａ
さ
が
」
を
訪
問
し
ま
し
た
。「
Ｊ
Ａ
さ
が
」
は
、
佐
賀
米
や
佐
賀
牛
、
温
州
ミ

カ
ン
や
苺
な
ど
、
豊
か
な
農
畜
産
物
を
産
出
す
る
九
州
随
一
の
農
業
県
で
あ
る
佐
賀
県
の
、
そ
の
大

部
分
を
エ
リ
ア
と
し
て
農
業
所
得
向
上
の
た
め
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
る
Ｊ
Ａ
で
す
。

研
修
で
は
関
連
会
社
で
あ
る
「
㈱
Ｊ
Ａ
段
ボ
ー
ル
さ
が
」
の
ほ
か
、
資
材
セ
ン
タ
ー
を
訪
れ
先
進
的

な
資
材
施
設
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

翌
日
は
福
岡
県
に
移
動
し
、「
Ｊ
Ａ
糸
島
」
が
運
営
す
る
直
売
所
「
伊
都
菜
彩
」（
い
と
さ
い
さ
い
）

を
訪
問
。
同
直
売
所
は
、
昨
年
来
店
客
数
2
，0
0
0
万
人
を
突
破
し
た
売
上
日
本
一
の
直
売
所
で

あ
り
、
大
消
費
地
の
福
岡
市
に
隣
接
す
る
「
地
産
地
消
」
の
拠
点
と
し
て
の
役
割
を
担
っ
て
い
ま

す
。
一
歩
足
を
踏
み
入
れ
る
と
、
糸
島
産
農
畜
産
物
へ

の
誇
り
と
こ
だ
わ
り
が
込
め
ら
れ
た
イ
ラ
ス
ト
文
書
が

大
き
く
掲
示
さ
れ
て
お
り
、
役
員
の
皆
さ
ん
は
、
農
家

と
消
費
者
を
繋
ぎ
農
業
の
存
在
価
値
を
高
め
る
直
売
所

の
役
割
と
、
地
域
の
「
農
」
と
「
食
」
を
結
び
つ
け
る

地
元
産
農
畜
産
物
に
対
す
る
想
い
、
そ
し
て
来
場
者
数

の
増
加
と
販
売
高
確
保
に
向
け
た
取
り
組
み
事
例
の
説

明
を
受
け
、
熱
心
に
耳
を
傾
け
ま
し
た
。
大
消
費
地
に

隣
接
す
る
点
は
当
Ｊ
Ａ
の
直
売
所
と
共
通
し
て
お
り
、

今
後
の
事
業
運
営
の
参
考
と
し
て
活
発
に
質
疑
を
行
な

い
、
大
変
有
意
義
な
視
察
と
な
り
ま
し
た
。

　

視
察
後
は
長
崎
で
国
宝
の
大
浦
天
主
堂
を
見
学
、
居

留
地
時
代
の
異
文
化
が
漂
う
長
崎
市
内
や
グ
ラ
バ
ー
園

で
、
幕
末
か
ら
明
治
の
長
崎
の
歴
史
を
感
じ
て
の
帰
札

と
な
り
ま
し
た
。�

（
北
特
派
員
）

　

4
月
9
日（
火
）、
青
年
部
琴
似
支
部（
漆
崎 

学 

支
部
長
）で
は
、
当
別

町
に
て
春
の
見
学
会
を
開
催
し
、
部
員
8
名
と
職
員
2
名
が
参
加
し
ま
し

た
。

　

最
初
に
訪
れ
た
ロ
イ
ズ
カ
カ
オ
＆
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
タ
ウ
ン
で
は
、
近
未

来
的
な
空
間
の
中
、
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
が
で
き
る
ま
で
の
工
程
や
歴
史
を
学

び
ま
し
た
。
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
で
ガ
ラ
ス
越
し
に
製
造
ラ
イ
ン
を
眺
め
た

後
、
工
場
体
験
ゾ
ー
ン
に
設
置
さ
れ
た
巨
大
な
ゲ
ー
ム
機
で
チ
ョ
コ
レ
ー

ト
作
り
を
体
験
。
見
学
後
は
工
場
直
売
所
で
か
ご
い
っ
ぱ
い
の
買
い
物
を

楽
し
み
ま
し
た
。

　

そ
の
後
に
立
ち
寄
っ
た

「
北
欧
の
風 

道
の
駅
と
う

べ
つ
」
や
、
部
員
た
っ
て

の
希
望
で
訪
れ
た
「
ジ
ビ

エ
工
房
」
で
も
買
い
物
を

満
喫
し
、
漆
崎
支
部
長
は

「
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
工
場
で

は
貴
重
な
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

や
ア
ー
ト
の
展
示
も
あ

り
、
行
く
先
々
で
た
く
さ

ん
の
買
い
物
も
し
て
、
見

ど
こ
ろ
満
載
の
一
日
だ
っ

た
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

�

（
伊
藤
特
派
員
）

Ｊ
Ａ
さ
っ
ぽ
ろ
役
員
視
察
研
修

「
地
産
地
消
」
を
活
か
し
た
農
業
を
学
ぶ

青
年
部
琴
似
支
部

チ
ョ
コ
レ
ー
ト
工
場
見
学
と

買
い
物
め
ぐ
り
の
1
日 

in 

当
別
町

「ＪＡさが」を視察。当ＪＡが掲げる「農業振興の実践」に繋が
る事例を収集すべく、傾聴しました

見学・体験施設「ロイズカカオ＆チョコレートタウン」で
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アラカルト 組合員さんの活動を紹介します！

＊
a l
a carte＊

　

5
月
11
日（
土
）、
札
幌
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
内
に
あ
る

北
ガ
ス
ク
ッ
キ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
で
、
同
ス
ク
ー
ル
と

の
共
同
企
画
に
よ
る
母
の
日
イ
ベ
ン
ト
「
母
の
日
に

一
緒
に
料
理
を
作
っ
て
感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え
よ

う
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
同
ス
ク
ー
ル
に
て
通
年
開
催
し

て
い
る
キ
ッ
ズ
教
室
の
特
別
企
画
と
し
て
小
学
生
と

保
護
者
が
2
名
1
組
で
調
理
す
る
親
子
教
室
で
す
。

今
回
は
パ
ス
タ
と
ク
レ
ー
プ
の
材
料
と
し
て
、
当

Ｊ
Ａ
が
提
供
し
た
厚
別
地
区
小
林
農
園
の
朝
採
れ
ア

ス
パ
ラ
と
、
石
狩
産
の
小
麦
粉
が
使
用
さ
れ
ま
し
た
。

　

小
林
農
園
の
小
林
祐
美
さ
ん
に
は
、
講
師
の
一
人

と
し
て
ア
ス
パ
ラ
生
産
者
の
立
場
で
地
産
地
消
へ
の

想
い
を
お
話
い
た
だ
き
、
参
加
者
か
ら
は
「
こ
ん
な

に
美
味
し
い
ア
ス
パ
ラ
は
初
め
て
！
」「
食
材
の
生

産
地
に
興
味
を
持
つ
き
っ
か
け
と
な
っ
た
」「
食
材

の
こ
と
を
学
び
な
が
ら
親
子
で
料
理
を
作
る
こ
と
が

で
き
、
良
い
経
験
と
な
っ
た
」
と
い
っ
た
声
が
聞
か

れ
ま
し
た
。

　

小
林
さ
ん
は
、「
昨
年
に
引
き
続
き
、
こ
の
よ
う

な
ご
縁
を
い
た
だ
け
た
こ
と
に
感
謝
し
ま
す
。
札
幌

近
郊
に
は
一
所
懸
命
に
お
野
菜
を
作
っ
て
い
る
生
産

者
が
た
く
さ
ん
い
ま
す
の
で
、
こ
の
教
室
を
き
っ
か

け
に
地
元
の
野
菜
を
た
く
さ
ん
食
べ
て
応
援
し
て
欲

し
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

（右）小林農園の朝採れアスパラを使
用した「アスパラベーコンパスタ」

（ 左 ）石 狩 産 の 小 麦 粉 を 使 用 し た 
「お花クレープ」

調理・実食後、子どもたちからお母さんへ石狩産カーネーションをプレゼ
ントするサプライズがありました。写真右端が小林祐美さん

　

3
月
21
日（
木
）、
青
年
部
琴
似
支
部
親
交
会
で
は
、
親
交
会
の
解
散
に

伴
い
積
立
金
の
全
額
を
公
益
財
団
法
人
北
海
道
盲
導
犬
協
会
に
寄
付
し
ま

し
た
。

　

こ
の
会
は
、
歴
代
の
青
年
部
支
部
長
お
よ
び
副
支
部
長
を
務
め
た
青
年

部
員
が
、
役
員
を
退
い
た
後
も
変
わ
ら
ぬ
親
交
を
続
け
た
い
と
い
う
思
い

か
ら
立
ち
上
げ
た
も
の
で
あ
り
、
平
成
元
年
よ
り
35
年
に
及
び
、
年
に
一

度
の
泥
落
と
し
を
兼
ね
た
親
睦
会
で
親
交
を
深
め
て
き
ま
し
た
。
し
か
し

コ
ロ
ナ
禍
や
部
員
の
高
齢
化
に
よ
り
存
続
が
難
し
い
と
判
断
さ
れ
、
惜
し

ま
れ
な
が
ら
も
同
日
を
も
っ
て
解
散
す
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

　

解
散
に
伴
い
、
積
み
立
て
て
き
た
積
立
金
の
使
い
道
を
協
議
し
た
結

果
、
社
会
貢
献
に
役
立
て
た
い
と
の
思
い
よ
り
今
回
の
寄
付
が
実
現
し
ま

し
た
。
こ
れ
ま
で
琴
似
支
店
を
支
え
て
く
だ
さ
っ
た
組
合
員
の
皆
さ
ま
が

加
入
さ
れ
て
い
た
会
で
あ

り
、
解
散
は
残
念
な
こ
と

で
は
あ
り
ま
す
が
、「
会
」

と
い
う
形
は
無
く
な
っ
て

も
、
ま
た
別
の
形
で
親
交

を
深
め
ら
れ
る
こ
と
を
願

う
と
と
も
に
、
こ
れ
か
ら

も
変
わ
ら
ず
琴
似
支
店
を

支
え
て
く
だ
さ
い
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

�

（
荻
澤
特
派
員
）

青
年
部
琴
似
支
部
親
交
会

親
交
会
解
散
に
伴
い

積
立
金
を
北
海
道
盲
導
犬
協
会
へ
寄
付

Ｊ
Ａ
さ
っ
ぽ
ろ
×
北
ガ
ス
ク
ッ
キ
ン
グ
ス
ク
ー
ル

地
元
の
野
菜
を
使
用
し
た「
母
の
日
イ
ベ
ン
ト
」を
共
催

石
狩
産
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

会長の佐藤紀義さん（右）より、北海道盲導犬協会へ寄
付。左は布川統括支店長
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定額減税とは？

定額減税の対象者
次の①、②のいずれにも該当する方が対象です。

①令和 6年分所得税の納税者である居住者
②令和 6年分所得税に係る合計所得金額が 1,805 万円以下の方
　給与収入のみの場合、給与収入が 2,000 万円以下の方。子ども・特別障害者等を有する者などの所得金額
調整控除の適用を受ける方は、2,105 万円以下となります。

第 1期

7月

第 2期

控除

予定納税額

11 月令和 6年

予定納税額

第 1期

6月

第 2期 第 3期 第 4期

控除

納税額

8月

納税額

10 月

納税額

令和 7年 1月

納税額

令和 6年

個人事業主の場合

⃝所得税
　�　令和 6年分所得税の第 1期分予定
納税額（7月）から本人分の定額減税
額を控除します。控除しきれない分
は第 2期分予定納税額から控除し、
それでも控除しきれない場合は確定
申告で精算します。扶養親族等の分
は確定申告で控除します（予定納税額
の減額申請を行なうこともできます）。

⃝個人住民税（普通徴収）
　�　第 1期分の納付額から控除されま
す。控除しきれない場合は第 2期分
以降の納付額から順次控除されま
す。住民税決定通知書で本人と扶養
親族等分を減税した納付額が通知さ
れます。

　今回の記事は、国税庁等のホームページより抜粋し作成しております。詳細につきましては、関連のホーム
ページ等でご確認くださいますようお願いいたします。
　相談部では、今後も組合員の皆さまのお役に立つ情報の発信を続けていきます。

ザ 信ラ 通プ産動不

　「定額減税」とは、賃金上昇が物価高に追いついていない国民の負担を緩和する等の観点から、
令和 6年分の所得税と個人住民税について、一定額行なわれる減税方法で、1人あたり所得税 3万
円、住民税 1万円の計 4万円が減税されます。
　減税の対象となるのは納税者本人とその扶養家族（居住者のみ）です。例えば夫婦と子ども 2人
の世帯では合計 16 万円の減税が受けられます。
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第
26
回

通
常
総
代
会

開
催
の
お
知
ら
せ

　
第
26
回
通
常
総
代
会
を
左
記
日
程
に

て
開
催
い
た
し
ま
す
。
総
代
組
合
員
の

皆
さ
ま
は
、
事
前
に
お
渡
し
い
た
し
ま

す
資
料
を
ご
持
参
の
上
、
ご
出
席
く
だ

さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

日
時 �

令
和
6
年
6
月
28
日（
金
）�
　

午
後
2
時

　
　
　（
受
付
・
午
後
1
時
30
分
〜
）

会
場 

共
済
ホ
ー
ル

　
　
　�（
中
央
区
北
4
条
西
1
丁
目

�

共
済
ビ
ル
6
階
）

農産物の加工を行なっている組合員の皆さまへ

食品衛生法改正に伴う
経過措置期間が終了しています

＊営業許可および営業届出が不要なケース［抜粋］
（1）『農業及び水産業における食品の採取業』に該当する場合
　①自ら生産した農産物を販売する場合は、許可等が不要です（直売所等への出荷を含む）。
　②�農業者が自ら生産した農産物を天日干し・乾燥する行為、およびその生産物の販売は、採
取業に該当し許可等が不要です（干し芋・切干大根など）。但し、他者から仕入れた原材料
を使用して製造・販売した場合は許可・届出が必要となります。

＊営業許可および営業届出が必要なケース［抜粋］
（1）漬物を製造し販売する行為は例外無く、営業許可および営業届出が必要です。
（2）�手作りドレッシングやジャムなどを製造し、瓶やボトルに入れて販売する際には、営業許可
および営業届出が必要となるケースがあります。

農産物を加工したものを製造・販売している農業者の方々は
保健所への営業許可や営業届出が必要になる場合があります

上記のケースはあくまでも参考ですので、この記載例のみで判断せず、詳細に
つきましては下記への確認をお願いします。

【札　幌　市】札幌市各区の保健センター または 札幌市保健所
【札幌市以外】石狩振興局
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5
月
6
日（
月
）、
グ
リ
ー
ン
ア
ス
パ
ラ
の
共
撰
が
石
狩

地
区
ベ
ジ
タ
ブ
ル
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
で
始
ま
り
ま
し
た
。
今

年
は
平
年
よ
り
も
雪
解
け
が
早
く
進
ん
だ
う
え
、
天
候
が

良
く
気
温
の
高
い
日
が
続
い
た
た
め
、
ア
ス
パ
ラ
の
生
育

は
順
調
に
推
移
。
例
年
よ
り
約
5
日
早
い
開
始
と
な
り
ま

し
た
。

　

4
月
30
日（
火
）に
開
催
さ
れ
た
G
ア
ス
パ
ラ
部
会（
吉

田
宜
晃
部
会
長
）の
現
地
検
討
会
で
は
、
部
会
役
員
と
青

果
課
職
員
が
石
狩
八
幡
・
花
畔
・
生
振
地
区
そ
れ
ぞ
れ
の
ア

ス
パ
ラ
畑
を
巡
回
、
生
育
状
況
の
確
認
と
今
後
の
天
候
に

よ
る
生
育
予
想
か
ら
、
共
撰
開
始
日
を
決
定
し
ま
し
た
。

　

今
年
度
の
ア
ス
パ
ラ
共
撰
は
、
生
産
者
24
名
、
作
付
面

積
6
0
5
a
で
行
な
わ
れ
、
共
撰
出
荷
は
6
月
中
旬
ま
で

の
予
定
で
す
。
販
売
先
は
主
に
、
量
販
店（
イ
ト
ー
ヨ
ー

カ
堂
屯
田
店
、
ホ
ク
レ
ン
シ
ョ
ッ
プ
新
発
寒
店
・
屯
田
8

条
店
・
前
田
店
等
）で
、
郵
便
局
の
ふ
る
さ
と
小
包
で
の
ギ

フ
ト
販
売
も
行
な
わ
れ
ま
す
。

　

4
月
27
日（
土
）、
豊
平
区
の
八
紘
学
園
農

産
物
直
売
所
が
夏
季
営
業
を
開
始
し
ま
し

た
。
こ
の
直
売
所
は
、
札
幌
市
内
お
よ
び
近

郊
の
生
産
者
、
な
ら
び
に
同
学
園
の
学
生
が

育
て
た
新
鮮
な
野
菜
や
加
工
品
を
多
数
取
り

扱
っ
て
お
り
、
開
店
前
の
午
前
10
時
に
は
、

こ
の
日
を
待
ち
わ
び
た
30
名
ほ
ど
の
お
客
さ

ま
が
列
を
な
し
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
さ
っ
ぽ
ろ
の
ブ
ー
ス
に
は
、
小
松
菜

や
ほ
う
れ
ん
草
、
ラ
デ
ィ
ッ
シ
ュ
に
山
菜
も

並
び
、
賑
わ
い
を
見
せ
ま
し
た
。
夏
に
向

け
、
店
頭
に
並
ぶ
品
数
は
徐
々
に
増
え
て
い

き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

共撰初日のグリーンアスパラ撰別の
様子

グ
リ
ー
ン
ア
ス
パ
ラ
の

共
撰
が
始
ま
り
ま
し
た

八
紘
学
園
農
産
物
直
売
所

4
月
27
日（
土
）か
ら
夏
季
営
業
が

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た

　

4
月
8
日（
月
）、
Ｊ
Ａ
北
海
道
信
連
の
瀬
戸
良
憲
専

務
よ
り
軽
部
組
合
長
に
対
し
「
令
和
5
年
度
北
海
道
信

用
事
業
優
績
Ｊ
Ａ
」
受
賞
の
表
彰
状
が
授
与
さ
れ
ま
し

た
。

　

こ
の
度
の
受
賞
は
、
Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
北
海
道
の
「
北
海

道
信
用
事
業
優
績
Ｊ
Ａ
表
彰
選
定
基
準
」
に
お
け
る
重

点
推
進
項
目
に
お
い
て
、
総
合
的
に
優
秀
な
成
績
を
収

め
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
、
Ｊ
Ａ
に
お
け
る
信
用
事
業

の
重
要
性
の
深
い
認
識
と
、
積
極
的
な
推
進
が
評
価
さ

れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
も
ひ
と
え
に
組
合
員
の
皆
さ
ま
の
格
別
の
お
引

き
立
て
の
賜
物
と
役
職
員
一
同
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。
引
き
続
き
さ
ま
ざ
ま
な
ご
提
案
や
サ
ー
ビ
ス
を

通
じ
、
皆
さ
ま

の
暮
ら
し
の
お

手
伝
い
が
で
き

る
よ
う
努
め
て

ま
い
り
ま
す
の

で
、
変
わ
ら
ぬ

ご
愛
顧
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

瀬戸専務より表彰状を受け取る軽部組合長

令
和
5
年
度

北
海
道
信
用
事
業

優
績
Ｊ
Ａ
表
彰
を
受
賞
！
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理
事
会
だ
よ
り

第
1
回
定
例
理
事
会

　
令
和
6
年
4
月
30
日（
火
）午
後
1
時
00
分
よ
り
、
本

店
役
員
会
議
室
に
お
い
て
定
例
理
事
会
が
開
催
さ
れ
た
。

●
協
議
事
項

1
、 『
肥
料
共
同
購
入
積
立
金
要
領
』
の
一
部
変
更
に
つ

い
て

　

肥
料
価
格
が
上
昇
し
た
場
合
に
備
え
る
と
共
に
、
旧

Ｊ
Ａ
い
し
か
り
で
積
み
立
て
て
い
た
「
肥
料
共
同
購
入

積
立
金
」
を
引
き
継
い
だ
こ
と
に
伴
い
、
積
立
目
標
金

額
の
見
直
し
を
す
る
旨
が
説
明
さ
れ
、
可
決
決
定
。

2
、 『
固
定
資
産
リ
ス
ク
準
備
積
立
金
要
領
』
の
一
部
変

更
に
つ
い
て

　

合
併
に
よ
り
旧
Ｊ
Ａ
い
し
か
り
の
固
定
資
産
を
引
き

継
い
だ
こ
と
、
お
よ
び
固
定
資
産
に
か
か
る
将
来
の
更

な
る
リ
ス
ク
に
備
え
る
た
め
、
積
立
目
標
額
の
見
直
し

を
す
る
旨
が
説
明
さ
れ
、
可
決
決
定
。

3
、 令
和
5
年
度
事
業
収
支
結
果
お
よ
び
剰
余
金
処
分

案
並
び
に
農
林
年
金
対
策
積
立
金
・
税
効
果
積
立

金
の
取
り
崩
し
に
つ
い
て

　

主
要
事
業
の
年
度
末
実
績
、
貸
借
対
照
表
、
損
益
計

算
書
、
剰
余
金
処
分
案
、
農
林
年
金
対
策
積
立
金
・
税

効
果
積
立
金
の
取
り
崩
し
、
繰
延
税
金
資
産
の
回
収
可

能
性
に
つ
い
て
詳
細
に
説
明
さ
れ
、
可
決
決
定
。

4
、 第
5
次
中
期
3
ヶ
年
経
営
計
画
の
令
和
5
年
度
年

度
末
総
括
に
つ
い
て

　

主
要
と
な
る
実
施
項
目
を
中
心
に
総
括
内
容
が
説
明

さ
れ
、
可
決
決
定
。

5
、 「
農
業
振
興
計
画（
令
和
4
年
度
〜
令
和
6
年
度
）」

に
か
か
る
令
和
5
年
度
末
総
括（
旧
さ
っ
ぽ
ろ
分
）

お
よ
び
「
新
Ｊ
Ａ
に
お
け
る
地
域
農
業
振
興
方
策
」

令
和
5
年
度
末
総
括
に
つ
い
て

　

現
在
取
り
組
ん
で
い
る
旧
Ｊ
Ａ
さ
っ
ぽ
ろ
で
の
農
業

振
興
方
策（
9
項
目
）に
対
す
る
実
施
状
況
お
よ
び
今
後

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
ま
た
新
Ｊ
Ａ
プ
ラ
ン
に
基
づ

く
、
合
併
後
の
地
域
農
業
振
興
方
策
の
テ
ー
マ
に
お
け

る
具
体
的
な
取
り
組
み
に
対
す
る
実
施
状
況
お
よ
び
今

後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
の
総
括
が
説
明
さ
れ
、
協
議

後
、
可
決
決
定
。

6
、 『
経
理
規
程
』
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　

令
和
6
年
度
税
制
改
正
、
お
よ
び
規
定
の
明
確
化
等

に
か
か
る
所
要
の
改
正
で
あ
る
旨
が
説
明
さ
れ
、
可
決

決
定
。

7
、 『
宅
地
等
供
給
事
業
実
施
要
領
』
の
一
部
改
正
に
つ

い
て

　

連
合
会
に
委
託
し
て
行
な
う
施
主
代
行
方
式
に
よ
る

施
設
建
設
事
業
に
お
い
て
、
リ
フ
ォ
ー
ム
取
扱
要
領
が

廃
止
さ
れ
た
こ
と
に
伴
う
所
要
の
改
正
で
あ
る
旨
が
説

明
さ
れ
、
可
決
決
定
。

8
、 令
和
6
年
度
理
事
に
対
す
る
貸
付
金
に
係
る
包
括

事
前
承
認
に
つ
い
て

　

包
括
事
前
承
認
は
、
理
事
が
組
合
と
す
る
一
般
的
な

取
引
に
か
か
る
条
件
に
つ
い
て
予
め
理
事
会
で
協
議
・

決
定
す
る
事
に
よ
り
個
別
取
引
に
つ
い
て
理
事
会
協
議

を
省
略
す
る
事
が
目
的
で
あ
る
旨
、
ま
た
昨
年
度
か
ら

の
変
更
点
が
説
明
さ
れ
、
協
議
後
、
可
決
決
定
。

9
、 令
和
6
年
度
組
合
と
理
事
が
結
ぶ
契
約（
資
産
管
理

事
業
）に
係
る
包
括
事
前
承
認
に
つ
い
て

　

資
産
管
理
事
業
に
伴
い
包
括
事
前
承
認
と
す
る
理
事

と
行
な
う
各
種
契
約
に
つ
い
て
前
年
度
と
同
様
で
あ
る

旨
、
ま
た
「
宅
地
等
供
給
事
業
実
施
要
領
」
の
一
部
改

正
に
伴
い
、
一
部
の
別
表
番
号
を
変
更
し
て
い
る
旨
が

説
明
さ
れ
、
可
決
決
定
。

10
、 令
和
6
年
度
販
売
手
数
料
率
の
設
定
に
つ
い
て

　

一
部
品
目
に
お
け
る
手
数
料
率
の
変
更
点
を
中
心
に

説
明
さ
れ
、
可
決
決
定
。

11
、 令
和
6
年
度
購
買
品
値
入
率
の
設
定
に
つ
い
て

　

一
部
品
目
に
お
け
る
値
入
率
の
変
更
点
を
中
心
に
説

明
さ
れ
、
協
議
後
、
可
決
決
定
。

●
報
告
事
項

1
、 み
の
り
監
査
法
人（
資
産
自
己
査
定
）結
果
概
要
報
告

2
、 令
和
5
年
度
内
部
監
査
業
務
活
動
報
告

3
、 内
部
監
査
結
果
報
告（
令
和
5
年
度
第
4
四
半
期
）

4
、 地
域
農
業
振
興
方
策
・
第
6
次
中
期
経
営
計
画
の

策
定
に
つ
い
て

5
、 令
和
6
年
度
1
統
括
支
店
1
協
同
活
動
計
画
概
要

に
つ
い
て

6
、 令
和
5
年
度
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
・
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
取
り
組
み
状
況
に
つ
い
て

7
、 令
和
5
年
度
下
期
の
相
談
・
苦
情
等
の
発
生
状
況

に
つ
い
て

8
、 令
和
5
年
度
下
期
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
事
故
報
告

に
つ
い
て

9
、 反
社
会
的
勢
力
排
除
対
応
管
理
先
状
況
報
告
に
つ

い
て

10
、 疑
わ
し
い
取
引
の
届
出
状
況
報
告
に
つ
い
て

11
、 篠
路
駅
東
側
倉
庫
群
解
体
工
事（
第
2
期
）入
札
執

行
の
結
果
に
つ
い
て

12
、 利
益
相
反
取
引（
包
括
事
前
承
認
）の
経
過
報
告
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13
、子
会
社
等
に
対
す
る
信
用
供
与
等
額
の
実
績
報
告

14
、令
和
5
年
度
余
裕
金
等
運
用
実
績
報
告

15
、「
Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
基
本
方
針
」
の
変
更
に
つ
い
て

16
、労
働
保
険
事
務
組
合
保
険
料
徴
収
・
納
付
状
況
報
告

17
、農
産
物
の
作
況
報
告

18
、地
区
別
懇
談
会
開
催
日
程
に
つ
い
て

19
、 3
月
末
組
合
員
加
入
・
脱
退
状
況
報
告

20
、 4
月
の
動
静
と
5
月
の
予
定
に
つ
い
て

（
閉
会　

午
後
3
時
45
分
）

令和6年4月末業務実績 令和6年3月末業務実績

�ＪＡさっぽろ
DATA

組合員数
正組合員 3,808名 3,807名
准組合員 34,665名 34,645名

合　計 38,473名 38,452名
出資金残高 72億6千2百万円 72億5千2百万円
販売取扱高 9千9百万円 31億9千4百万円
購買供給高 1億9千8百万円 17億8千3百万円
貯金残高 3,693億1千8百万円 3,719億4千6百万円
融資残高 1,069億7千8百万円 1,070億4千2百万円
共済保有高 6,371億1千8百万円 6,370億2千6百万円
施設建設取扱高 0円 4億1千万円
管理受託戸数 4,739戸 4,807戸

サ
ッ
ポ
ロ
さ
と
ら
ん
ど
で
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
講
習
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

さ
と
ら
ん
ど
セ
ン
タ
ー
へ
T
E
L
ま
た
は
直
接
来
場
に
て
申
込
の
う
え
、

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
！

さ
と
ら
ん
ど
ハ
ー
ブ
講
座

フ
レッ
シ
ュハ
ー
ブ
を
使
って
ハ
ー
ブ
ビ
ネ
ガ
ー
づ
く
り

日　
　

時　

7
月
5
日
金　

10
時
30
分
〜
12
時

会　
　

場　

さ
と
ら
ん
ど
セ
ン
タ
ー

定　
　

員　

12
人

参
加
費　

1
，8
0
0
円

申
し
込
み　

6
月
11
日
火
か
ら
受
付

さ
と
ら
ん
ど
中
華
料
理
講
座

花
巻
、鶏
肉
と
カ
シ
ュ
ー
ナ
ッツ
炒
め
づ
く
り

日　
　

時　

7
月
11
日
木　

10
時
〜
12
時
30
分

会　
　

場　

さ
と
ら
ん
ど
セ
ン
タ
ー

定　
　

員　

12
人

参
加
費　

1
，8
0
0
円

申
し
込
み　

6
月
28
日
金
か
ら
受
付

さ
と
ら
ん
ど
ベ
ジ
ス
イ
ー
ツ
講
座

野
菜
ソ
ム
リ
エ
に
季
節
野
菜
で

ス
イ
ー
ツ
づ
く
り
を
教
わ
る

日　
　

時　

7
月
19
日
金　

10
時
〜
12
時

会　
　

場　

さ
と
ら
ん
ど
セ
ン
タ
ー

定　
　

員　

12
人

参
加
費　

1
，8
0
0
円

申
し
込
み　

6
月
28
日
金
か
ら
受
付

親
子
で
ジ
ャ
ガ
イ
モ
収
穫

石
窯
焼
き
コ
ー
ス

新
じ
ゃ
が
焼
き
芋
と
手
作
り
バ
タ
ー
体
験

日　
　

時　

7
月
20
日
土
・
27
日
土　

10
時
〜

会　
　

場　

体
験
農
園

定　
　

員　

各
5
組（
子
と
親
、
1
組
5
名
ま
で
）

参
加
費　

1
，0
0
0
円
／
組

申
し
込
み　

6
月
28
日
金
か
ら
受
付

❖�お問い合わせはサッポロさとらんどへ直接ご連絡ください。
サッポロさとらんど　札幌市東区丘珠町 584 番地 2�（011）787─0223サッポロさとらんどからのお知らせ
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背中が語るとはまさにこのこと。歴史、
空気、技術、修養を積み重ねた背中。
この写真が撮れて良かったと純粋に思い
ました。

Photo by 曽我 孝博
2020 年からフリーランスの
フォトグラファーとして主に札
幌市内で活動。今年度も引き
続き「虹の大樹」表紙と巻頭
写真の撮影を担当します。

Column
My best sho

t

各支店窓口で、
お買い求めいただけます！

料理の味付け

にも使える！

1 箱（4 袋入り） 360 円（税込）
※品切れの場合はご容赦ください。

札幌黄
たまねぎスープはいかがですか

JA SAPPORO NIJI-NO TAIJYU  2024-0619




